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概要

生成 AI を利用して，jQuery に大きく依存した Single Page Application 型の Web アプリケーションの

Vanilla.JS化，すなわち脱 jQuery化を試みた．JavaScriptのソースコードを関数群とそれ以外の共通部分に分割

し，共通部分と html，cssをまず Vanilla.JS化し，それを利用して個々の関数の Vanilla.JS化を試みた結果，ほと

んど文法エラーを伴わない，指定のライブラリを用いた，Vanilla.JS 化されたソースコードを短時間で得ることが

できた．ただし，全体として，元のWebアプリケーションの機能は実現されず，かなりの手直しが必要であること

もわかった．しかしながら，手作業で変換することに比較すれば，十分効率化できると考える．

1 はじめに

大学等高等教育機関に置いても，様々なサービスを

Webアプリケーションで提供している．提供するサー

ビスの維持管理，機能追加，改善等に関して，少なく

ともソースコードの改変が可能なものに関して，大幅

な変更が必要になる場合がある．

今回紹介する事例は，コメント込で 5000 行程度の

規模のWebAPIを用いた SPA (Single Page Applica-

tion) 形式のWeb アプリケーションで，Web ブラウ

ザ上のクライアントプログラムは JavaScript とその

ライブラリを中心に構成され，ES6より前の記法で主

に記述され，jQuery[1]を基盤に jQueryに依存するラ

イブラリを主に使用している．

問題は，モバイル対応に jQueryMobile[2]を利用し

ていたが，そのサポートが終了し，開発が停止したこ

とによる．これだけでも困ることではあるが，開発が

停止したことにより，jQueryのバージョンも挙げられ

なくなってしまった．これが最大の問題ではあるが，

他にも，JavaScript が ES6 以前の形式で書かれてい

るためスコープの問題を内包している可能性がある，

jQueryの記法が多用されている，jQueryに依存する

ライブラリが主に使われている等細かな問題もある．

そこで，使用ライブラリも含めて対象のクライアン

ト側のソースコードの脱 jQuery化を，生成 AIで試み

たので，その結果を報告する．

2 現状分析

現状の JavaScript プログラムは，表 1 に示す

JavaScript ライブラリを用いている．先に述べたと

おり，最大の問題は jQueryMobile の開発が停止し，

このライブラリを使う限り jQuery のバージョンアッ

プもできないことであるが，他のライブラリの多くも

jQueryに依存しており，jQuery自体の今後を危ぶむ

声もあるため，jQueryから脱却できないかと考えた．

jQuery を使用しないことを Vanilla.JS と呼ぶことが

ある [3]ということで，ここでは Vanilla.JS化と呼ぶ

ことにする．

表 1に示すとおり，jQuery，jQueryMobile，dataT-

ables，jquery.i18n.properties の利用を取りやめ，代

替ライブラリに変更したい．代替ライブラリは，他の

ライブラリに依存しないこと，現行のサービスが継続

可能な機能を持っていることを基準に選考した．



表 1 廃止ライブラリと代替ライブラリ

現行ライブラリ名 jQuery依存 代替ライブラリ (jQuery非依存)

jQuery そのもの 不使用 (JavaScript ES6)

jQueryMobile 依存 Bootstrap5

dataTables 依存 tabulator

jquery.i18n.properties 依存 不使用 (JavaScript内包)

Chart 非依存 Chart (継続利用)

ソースコード 1 元の JavaScript (抜粋)

1 // グ ロ ー バ ル 変 数

2 var locale = defLocale; // 現 在 の ロ ケ ー ル

3 var selectedYear = null;

4 ...

5 // 初 期 化

6 $(function () {

7 loadMessages (); // 言 語 に あ っ た 文 字 列 表 示

8 ...

9 $(".langSelector"). click(function () {

10 ...

11 });

12

13 function loadMessages () { // 関 数 …

14 ...

15 }

16

17 function selectList () { // 関 数 …

18 $.ajax({

19 ...

20 }

21

22 var globalVariable = ...;

23

24 $.fn.dataTableExt.oSort[’stdNo -asc’] =

function(x, y) {

25 ...

26 };

現行の JavaScript のソースコードはコメント行を

含めると 5000 行程度あるが，およその構造を，ソー

スコード 1 に示す．全体としては，グローバル変数，

jQueryの初期化，関数群，jQueryのオブジェクトへ

のメソッド追加等から成り立っている．

ソースコードの多くは関数群から成り立っており，

13–15行，17–20行のような関数が，38３個確認され

る．また，6,9,18行等，jQuery依存のコードは非常に

多く見られる．このような状況で非 jQuery 化を試み

る場合，初期化やグローバル変数の情報も必要になる．

2,3,22 行あたりから，var が多く使われており，

JavaScript バージョン ES6 以前のコードが主体と

なっている．この点も修正可能であれば修正したい．

今回のプログラムはWebAPIを用いた SPAである

ことは，修正に有利であると考える．サーバとのデー

タのやりとりは，WebAPIのみで行っているため，該

当する jQueryのコードは一対一に，JavaScriptに置

き換えることができると思われる．また，サーバ側の

プログラムに一切手を加えずにテストが可能である．

3 変換方針

以上のようなソースコードの状況であることから，

生成 AIによる変換を試みた．

まず，JavaScript及び html，cssのソースコードを

そのまま生成 AI に変換させようとしたところ，トー

クン数超過でそのままでは無理であることがわかっ

た．そこで，html，css，JavaScriptの共通に必要な部

分（初期化，グローバル変数等）をベースとして，そ

れに関数を１つだけ加えた状態で変換する．といった

操作を関数の数だけ繰り返すことにした．その流れを

図 1に示す．

この一連の処理は Pythonプログラムで，コメント

除去，ソースコード分割，ChatGPTの APIによる変

換等，自動で処理し，全体で 8分程度で完了する．

まず最初に，プログラム中のすべてのコメントを機

会的に除去することとした．これは，古いコードがコ

メントアウトされて含まれていたり，コメントが必ず

しも処理を正確に表していない場合もあり，かえって

変換に悪影響を与えるのではと考えたからである．ま

た，新たにコメントを追加するように生成 AI には司

令している．

図 1 に示すとおり，コメントを除去した後，関数

は１つ１つファイルに分け（今回は 38 個），残りの

JavaScript をまとめて base 部分の元ソースコードと

した．このベース部分と html，css をまず生成 AI に

かけ，脱 jQuery(Vanilla.JS 化) コードの生成を試み

た．この新しい３点セットに，先に切り分けた３８個

の JavaScriptの関数を１つづつ加えて，ChatGPTで

Vanilla.JS化を行った．

最後に，変換された 38 個の関数と変換に使用した



図 1 ソースコード変換の流れ

JavaScript の base 部分をつないで１つのファイルに

し，それを JavaScriptの出力とした．

本変換プログラムの最初の Vanilla.JS 化の部分を

ソースコード 2に示す．ほとんど変換方針に従ったプ

ロンプトを記載したものであることがわかる．

二番目の Vanilla.JS 化の処理は，38 回繰り返すこ

とになるが，基本的にはほとんど同じなので省略する．

ただし，書き換える対象は与えられた関数のみとして

いる．

ソースコード 2 ChatGPTへのプロンプト付近

1 gptModel = "gpt -4o-mini"

2 ...

3 completion=client.chat.completions.create(

4 model=gptModel ,

5 temperature =0.3,

6 messages =[

7 {"role": "system",

8 "content": "あなたは優秀かつ説明が上手な開発者です。"

9 },

10 {"role": "user",

11 "content": f’’’

12 以 下 に 示 す

h t m l、 J a v a S c r i p t、 c s sのソースコードを

13 h t m l 5、 E S 6、 C S S 3の規格に従って

14 書 き 換 え て く だ さ い 。

15 た だ し 、 以 下 こ と を 全 て 守 っ て く だ さ い 。

16 ・ j Q u e r yライブラリの使用を止めてください。

17 ・ jquery.i18n. p r o p e r t i e sライブラリの使用を

18 止 め て く だ さ い 。

19 ・ j Q u e r y M o b i l eライブラリの使用を止めて、

20 代 わ り に B o o t S t r a p 5ライブラリを

21 使 っ て く だ さ い 。

22 ・ d a t a T a b l e sライブラリと関連する

23 ラ イ ブ ラ リ の 使 用 を 止 め て 代 わ り に tabulator

24 ラ イ ブ ラ リ を 使 っ て く だ さ い 。

25 ・ C h a r tライブラリは使用してください。

26 ・ 以 上 以 外 の ラ イ ブ ラ リ は 使 用 し な い

27 で く だ さ い 。

28 ・ 使 用 す る ラ イ ブ ラ リ は 全 て c d n等の

29 外 部 リ ン ク で 利 用 し て く だ さ い 。

30 ・ G l o b a l変数は、 G l o b a lのままに

31 し て く だ さ い 。

32 ・ 未 実 装 （ 空 ） の 関 数 は 作 ら な い で く だ さ い 。

33 ・ v a r は使 わ な い でく だ さ い 。

34 ・ 元 の コ ー ド は 全 て 省 略 せ ず に

35 変 換 し て く だ さ い 。

36 ・ 必 要 に 応 じ て ソ ー ス コ ー ド に コ メ ン ト を

37 日 本 語 で 追 加 し て く だ さ い 。

38 ‘‘‘html

39 {ogHtml}

40 ‘‘‘

41 ‘‘‘javascript

42 {ogBase}

43 ‘‘‘



44 ...

45 )

46 cvBaseAll

47 = completion.choices [0]. message.content

4 変換結果

ソースコード 3 に，変換した JavaScript コードの

一部を示す．変換するたびに変換結果が異なるため，

一例として見てほしい．一般に文法エラーは極めて

少なかった．また，ライブラリも指定のものを使い，

JavaScript も ES6 以上を用いている．WebAPI によ

るデータ取得部分はおよそ動作している．コメントは

少ないが，内容は概して的確であった．ただし，期待

通りの動作をするかというと，手直しの必要な場合が

多く，この規模のサービス全体として機能するものは

10回程度の試行ではなかった．

では役に立たないかというと，十分役に立つと判断

できる．多くの手直しが必要ではあるが，文法エラー

がない，以前と同じ名前の関数群で構成されたソース

コードで，WebAPIのデータ取得はほぼできているた

め，修正の開始地点としては，十分役に立つと考えら

れる．

ソースコード 3 変換後の JavaScript (抜粋)

1 ...

2 let locale = defLocale;

3 let selectedYear = null;

4 ...

5 document

6 .addEventListener(

7 ’DOMContentLoaded ’, () => {

8 ...

9

10 $(function () {

11 loadMessages ();

12 ...

13 document

14 .querySelectorAll(’.langSelector ’)

15 .forEach(button => {

16 ...

17 });

18

19 function loadMessages () {

20 fetch(‘bundle/epp2_${locale }.json ‘)

21 .then(response => response.json ())

22 .then(data => {

23 // l a n g S e l e c t o rの無効化と有効化

24 document

25 .querySelectorAll(’.langSelector ’)

26 .forEach(button => {

27 ...

28 };

29 ...

表 2 JavaScriptソースコード変換に関するデータ

項目 変換前 変換後

ソースコード行数 3672 2804

（コメント含まず）

平均行数 (関数あたり) 85.2 72.8

平均コメント行数 (関数あたり) 0 4.1

関数数 38 38

変換時間 (分) 8

関数あたり変換時間 (秒) 12

(a)

(b)

図 2 (a) 変換前のWeb アプリケーション, (b) 変

換後開発中のWebアプリケーション

表 2に，変換に関する諸データを示す．本変換に 8

分程度要しているが，１関数あたりでは 12秒程度しか

かかっていない．また，変換に関するコストもかかっ

ているが，1ドル未満である．

図 2に示すように，現在この方法で変換したソース

コードを元に Vanilla.JS版の開発を進めているが，人

手で変換することを考えれば，かなり省力化できたと

思われる．また，ここで Vanilla.JS化することで，特

定のライブラリへの依存がなくなるだけでなく，利用



可能なライブラリの幅が広がることを考えると，その

メリットも大きいと考える．

5 まとめと今後の課題

生成 AIを利用して，jQueryに大きく依存したWe-

bAPI を用いた SPA 型の Web アプリケーションの

Vanilla.JS化 (脱 jQuery化)を試みた．JavaScriptの

ソースコードを関数群とそれ以外の共通部分に分割

し，共通部分と html，cssをまず Vanilla.JS化し，そ

れを利用してここの関数の Vanilla.JS 化を試みた結

果，ほとんど文法エラーを伴わない，指定のライブラ

リを用い，Vanilla.JS化されたソースコードを短時間

で得ることができた．ただし，全体として，元のWeb

アプリケーションの機能は実現されず，かなりの手直

しが必要であることもわかった．しかしながら，手作

業で変換することを考えれば，十分役に立つレベルで

あった．

今後，プロンプトの工夫等で変換精度を上げること

を試みたい．また，今回，cssのソースコードを用いた

が，ライブラリに依存する部分も大きいため，取捨選

択が必要であろう．
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